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子
ど
も
達
の
成
長
と
充
実
し
た
学
校

や
家
庭
で
の
生
活
に
つ
い
て
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
末
の
結
果
と

比
べ
、
多
く
の
項
目
で
改
善
が
図
ら
れ
て

い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

「
お
子
さ
ん
は
、
楽
し
く
登
校
し
て
い
る
」

や
「
学
校
は
、
生
徒
の
良
さ
を
褒
め
、
伸

ば
し
て
い
る
」「
夢
や
目
標
を
見
出
し
、
支

援
し
て
い
る
」
と
い
う
項
目
な
ど
が
改
善

さ
れ
て
い
ま
す
。
学
習
面
で
は
、「
自
分
の

考
え
や
意
見
を
発
表
で
き
る
時
間
を
確
保

し
て
い
る
」
や
「
す
す
ん
で
家
庭
学
習
に

取
り
組
め
る
方
策
を
施
し
て
い
る
」
と
い

う
項
目
も
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

日
常
の
授
業
の
中
で
、
子
ど
も
達
が
自
ら

主
体
的
に
考
え
・
判
断
し
、
表
現
す
る
力

を
付
け
る
授
業
作
り
や
、
一
人
一
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
授
業
や
家
庭
で
の
学
習

に
も
活
用
を
進
め
て
い
る
成
果
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
、
子
ど
も
達
の
意
欲

と
「
わ
か
っ
た
、
で
き
た
」
と
笑
顔
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
授
業
の
改
善
や

環
境
作
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

一
方
で
、
改
善
は
図
ら
れ
て
い
ま
す
が

よ
り
一
層
の
改
善
が
必
要
な
項
目
も
あ
り

ま
し
た
。「
自
主
的
な
家
庭
学
習
の
習
慣
が

身
に
つ
い
て
い
る
」
は
、
で
き
て
い
る
が

約
５
割
、「
余
暇
の
時
間
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
・
テ
レ
ビ
の
時
間
は
１
日

２
時
間
未
満
に
し
て
い
る
」
と
い
う
項
目

で
は
、
で
き
て
い
る
が
約
２
割
と
い
う
結

果
で
し
た
。
家
庭
で
２
時
間
以
上
自
由
な

自
分
の
時
間
を
過
ご
し
、
自
主
的
な
学
習

の
時
間
が
短
く
、
十
分
に
予
習
や
復
習
、

さ
ら
に
深
め
る
学
習
な
ど
に
取
り
組
め
て

い
な
い
と
い
う
様
子
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

学
校
で
は
、
ス
コ
ラ
手
帳
を
活
用
し
て
計

画
的
に
学
習
す
る
こ
と
、
必
要
に
応
じ
て

ワ
ー
ク
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
か
え
り
、

自
主
的
に
学
習
す
る
よ
う
に
指
導
と
支
援

を
継
続
し
ま
す
。
ご
家
庭

で
も
あ
ら
た
め
て
、
家
庭

で
の
勉
強
時
間
や
目
標
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
・
テ
レ
ビ
な
ど
の

使
用
時
間
や
使
い
方
、
約

束
事
の
確
認
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

２
年
生
の
家
庭
科

で
明
治
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
方
を
講
師
に
お

招
き
し
、
食
育
の
授

業
を
行
い
ま
し
た
。 

普
段
食
べ
て
い
る

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
つ

い
て
、
ど
れ
く
ら
い

の
こ
と
を
理
解
し
て

い
る
の
か
を
確
か
め
た
り
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

栄
養
素
や
栄
養
価
な
ど
に
つ
い
て
も
楽
し

く
学
び
ま
し
た
。 

食
の
大
切
さ
だ
け
で
は
な
く
「
健
康
な

食
生
活
」
へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
生
産
地
に
つ
い
て
の
学
習
で
は
、

社
会
の
地
理
で
学
ん
だ
、
熱
帯
地
方
の
気

候
や
生
活
な
ど
に
つ
い
て
、
復
習
と
と
も

に
確
認
し
ま
し
た
。
教
科
を
横
断
し
た
楽

し
い
学
び
と
な
り
ま
し
た
。 

２
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ー
チ
ハ
ウ
ス
の
方
を
講
師

に
お
招
き
し
、
心
と
か
ら
だ
の
関
係
や
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
授
業
を

行
い
ま
し
た
。
対
等
と
尊
重
を
大
事
に
し
、

良
い
関
係
を
作
る
こ
と
。
上
下
の
関
係
や

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
関
係
に
し
な
い
こ
と
。

性
別
に
関
わ
ら
ず
、
友
人
や
保
護
者
と
の

関
係
で
あ
っ
て
も
、
相
手

の
意
見
を
確
認
し
て
尊
重

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
今

後
の
学
校
生
活
で
の
友
人

関
係
や
家
庭
で
の
生
活
な

ど
に
役
立
て
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。 

３
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、

専
門
学
校
訪
問
を
実
施
し
、
職
業
に
つ
い

て
知
識
を
広
げ
ま
し
た
。
当
日
は
、
北
海

道
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
専
門
学
校
や
北
海

道
歯
科
技
術
専
門
学

校
、
北
海
道
エ
コ
動

物
自
然
専
門
学
校
な

ど
に
行
き
、
様
々
な

体
験
を
通
し
て
い
ろ

い
ろ
な
職
業
が
あ
る

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ド
ロ

ー
ン
を
操
作
す
る
職

業
や
救
急
救
命
士
や

作
業
療
法
士
の
仕
事
、
入
れ
歯
等
を
つ
く

る
仕
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
人
一
人
が
考
え
た

こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
ま
と
め
、

グ
ル
ー
プ
で
協
働
し
て

体
験
に
つ
い
て
発
表
し
、

し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

令
和
４
年
度 

向
陽
台
中
学
校
学
校
だ
よ
り 

食
育
授
業
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト 

 
 

 
 

 
 

か
ら
学
び
ま
し
た 

 

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力 

 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

心
と
か
ら
だ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー 

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た 

専
門
学
校
訪
問
で
、
様
々
な 

職
業
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た 



千歳市立向陽台中学校  令和４年度学校だより№６ 令和４年８月３１日発行  

 

 曜 ９月の行事 
給
食 

部
活 

１ 木 第 2 回定期テスト 1 日目 ○ × 

２ 金 第 2 回定期テスト 2 日目 ○ × 

３ 土  - ○ 

４ 日  - ○ 

５ 月 3 時間授業 × × 

６ 火 3 時間授業 × × 

７ 水 5 時間授業 ○ × 

８ 木 1 年耳鼻科検診（午後） ○ ○ 

９ 金  ○ ○ 

10 土  - ○ 

11 日  - ○ 

12 月  ○ ○ 

13 火 生徒会役員選挙応援演説期間 スクールカウンセラー相談日 ○ ○ 

14 水 3 年学力総合 A 5 時間授業 ○ × 

15 木  ○ ○ 

16 金 生徒会役員選挙立会演説会 ○ ○ 

17 土  - ○ 

18 日  - ○ 

19 月 敬老の日 - ○ 

20 火  ○ ○ 

21 水 1 年心臓検診 ○ ○ 

22 木  ○ ○ 

23 金 秋分の日 - ○ 

24 土  - ○ 

25 日  - ○ 

26 月 スクールカウンセラー相談日  ○ ○ 

27 火 各委員会 ○ ○ 

28 水 5 時間授業 ○ × 

29 木  ○ ○ 

30 金  ○ ○ 

各部の部長より今後の抱負や目標 
【野球】試合を重ねるにつれチーム力もアップしてミスも少なくなり、最後の試合では、全員引き締まった
プレーで勝つことができました。この経験を踏まえて、管内大会でも勝ち進んで行きたいと思います。 

【男子バレー】初めての公式戦で緊張していて、いつもの力を出し切れませんでした。これからの練習では、
緊張感を持って練習していきます。次の試合は絶対に勝ちます。 

【女子バレー】新チームで、初勝利をかざることができたものの、惜しくも負けてしまった試合がいくつか
ありました。この経験を生かし、多く勝利できるように頑張ります。 

【男子バスケ】今後の課題としては、試合中のメンタル維持です。悪い流れを断ち切れず負けてしまった試
合が多かったので、それを直して市内優勝をねらいたいです。 

【男子バドミントン】新人戦を終えて、僕たちはいい経験をしました。この経験を生かして、これから練習
に励みたいと思います。 

【女子バドミントン】団体戦では良い結果を残すことができませんでしたが、一つ一つの試合は、どれも勉
強になるものばかりでした。学んだことを、次の大会へ生かせるよう、これからも練習に励んでいきます。 

市内中体連新人戦の活躍 
8 月 26 日（金）27 日（土）に、新人戦がありま

した。最後まで全力で戦い、しっかりと今年のスロー
ガン通りに「やり遂げる」ことができました。野球と
男子バレーが準優勝、男子バスケット 
ボールは３位、女子バドミントンダブ 
ルスが準優勝に輝きました。大会の様子は 
ホームページにも掲載しております。 
  
 

先生方の研究会のため 

8 月 20 日（土）21 日(日)の管内新人陸上大会に、1 年生女子 2
名が出場しました。全道大会出場を目指して一生懸命に頑張って
います。２人の写真がなくてごめんなさい。 


